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2022年山火事緩和計画書
更新版

Southern California Edisonの山火事緩和計画書には、電気インフラによる発火可能性を継続的に低
下させる戦略的措置について、概要が説明されています。当社の最優先事項は、火災リスクの高い地域
のお客様、コミュニティ、および従業員を守ることです。2022 年度版は、有意義かつ費用対効果に優れ、
山火事の脅威を軽減させる山火事緩和ポートフォリオに基づいています。当社は被覆導体の設置、架空
電線の地中化、および山火事の脅威を予測するのに役立つ最新テクノロジーの導入に引き続き邁進致し
ます。グリッド強化作業によって、高火災リスク地域、特に頻繁に影響を受けるコミュニティの公共電
気遮断措置（PSPS）は減少し続けています。山火事緩和計画の実施経費は昨年 16 億 6,000 万ドルでし
たが、当社は今年もほぼ同額の支出を予想しています。 

当社は 2022年に、以下の主要重点分野で大きな進歩を達成できると期待し
ております：
• 高度なリスク・モデリングおよび分析に根ざして拡張された総合的グリッド強化戦略。
• 最新のリスク優先順位付け方法（特に高火災リスク地域）を使用し、リスク情報を活用した検査、修理・交換プログラム、およ

び総合的植生管理の継続。
• 状況認識と対応の向上に加え、改良されたテクノロジー、データおよびリスク分析能力の配備。
• PSPS 緩和、レジリエンス、およびコミュニティエンゲージメントを目指して拡大された活動（特に、社会的弱者や、アクセス

および機能的ニーズ（AFN）のあるお客様が対象）。
• 送電線および二次導体（家庭や職場に電力を供給するサービスライン）の関連リスクに対処するための新たな緩和。

被覆導体（絶縁電線）

耐火電柱

• 裸線を覆う絶縁素材は、電線が木の枝やメタリッ
ク風船などの物体と接触した場合に、垂れ下がっ
たりスパークしたりする可能性を大幅に減少さ
せます。 

• 2022 年には、さらに 1,100 マイルにわたり被覆
導体を設置する計画です。SCE は 2022 年末まで
に、高火災リスク地域で架空配電線の 4,000 回
路マイル以上または約 40% の交換が完了すると
予想しています。

• 当社は現在、耐火被覆付きの複合材料
製電柱および木製電柱を設置していま
す。これによって緊急時の電柱損傷リ
スクが減少し、お客様の電力復旧を安
全、且つ、より迅速に行うことができ
ます。

グリッド設計およびシス
テム強化
高火災リスク地域のグリッド耐久性
を向上させるため、SCEは引き続き
電力システムを改善し、信頼性の向
上と山火事リスクの減少に努めてい
ます。

導体シールド

導体

内層
外層



保護装置
• 強風による電線への樹

木倒壊などで漏電が発
生した場合、速断ヒュー
ズは迅速に電流を遮断
して発火リスクを減少
させます。2022 年、当
社は 350 箇所でヒュー
ズを設置または交換する計画です。

• PSPS 実施時に影響が及ぶ範囲を最小限に抑えるた
め、当社は目下、回路の一部を区分または分離でき
る遠隔操作型区間分離装置も設置しています。

• SCE は 2018 年以降、高火災リスク地域の回路にファ
ストカーブを設置してきました。火災警報が発出さ
れるような荒天で火災の脅威がある時、SCE は自動
再閉装置をブロックし、ファストカーブ設定を実行
して山火事リスクを緩和します。

マイクログリッド
• マイクログリッドまたは自己完

結型電力供給網は、より大型の
電力システムに接続して、また
はそこから「アイランド化して」（分離して）稼働させる
ことができます。

• マイクログリッドに関しては、レジリエンシー・テスト
をサン・ハシント・ハイスクールと提携して実施しまし
たが、2022 年にはリアルト統一学区の学校で 2 回目のテ
ストが行われます。

急速地絡電流リミッタ（REFCL）
• REFCL は地上に落下した単一電線を検出し、ほぼ瞬時に放出エ

ネルギーを減少させます。
• 被覆導体、アセット検査、および植生管理と共に REFCL の配

備を行った場合、総合的なリスク削減能力は地中化によるリス
ク削減能力に近づくことができます。SCE はこのテクノロジー
を目下評価中であり、その結果によって将来さらに広範囲での
REFCL 使用に移行する可能性があります。

地中化
• 電線地中化は建設に長期間を要し、経費がかさみ、メン

テナンスや修理が難しい場合もありますが、荒天時の停
電頻度を減らし、電気インフラに起因する山火事リスク
も軽減できます。

• SCE は目下、その地中化および追加的テクノロジーソ
リューションの活用を評価中です。これは、延焼可能性、
燃焼履歴、限られた避難経路、極端な風速などから非常
に高いリスクを示す場所を対象にしたものです。

グリッド設計およびシス
テム強化（続き） 

• メンテナンスや修理または交換が必要な場合には、現場作業員による地上検査を行います。さらに可能
な場合には、当社の設備について 360 度の視野が得られるように、ドローンやヘリコプターによる空中
検査を実施しております。

• 2022 年は、配電設備 150,000 基と送電設備 16,000 基を検査する計画です。

高火災リスク情報を活用した検査
SCEは、高火災リスク地域において架空送電、配電、発電装置の検査を毎年実施し、潜在的危険を特定
しています。まず、検査対象として優先するのは、当社の先進的リスクモデルで特定した最もリスクの高
い構造物や、乾燥燃料の備蓄場所など、緊急火災気象状況に基づく対象地域の設備です。

• SCE は毎年、サービス地域全域で 150 万本の樹木を検査し、通常はこのうち 90 万本を刈り込みます。
半数以上は高火災リスク地域にあります。

• 2022 年には、高火災リスク地域の少なくとも 330 回路で危険な樹木の評価を行い、安全でないと見な
される樹木については、危険性を軽減する計画です。

植生管理
電気装置と植生の接触による発火を防止するため、当社は樹木の検査、刈り込み、および除去に引き続
き取り組みます。標準剪定ゾーンを超え電線に落下する恐れのある高木も評価対象とし、抑制します。

SCHOOL



気象および延焼モ
デリング・テクノロ
ジー

• 当社は気象ステー
ション 64 地点に機械
学習能力を導入し、風
速予報を向上させて
きました。2022 年に
はさらに最大 500 地点を計画しています。

• PSPS 実施決定の改善に向け、より詳細な天気予報を行う
ために、高解像度で大気モデルを作成できる計算能力を増
強してきました。

• 延焼モデリングテクノロジーは、当社のお客様とコミュニ
ティに山火事がもたらす影響を判断するうえで役立つこと
から、近い将来このテクノロジーを取り入れる計画です。

• 世界最大級の消火ヘリコプターである Quick Reaction 
Force は、Coulson-Unical CH-47 ヘリタンカー 2 基、
Sikorsky-61 ヘリタンカー、Sikorsky-76 指揮統制ヘリコ
プター、および可動式難燃性基材で構成。

• 飛行時間は 433 時間、水と消化剤の合計投下数は、夜
間の 493 個を含め 1,836 個に上り、量としては、水 260
万ガロンと消火剤 12 万 3,000 ガロンに相当。

• ロサンゼルス郡消防局、オレンジ郡消防局、ベンチュラ
郡消防局と提携し、消火能力を拡張。

空中消火

状況認識
高火災リスク地域内の当社サービ
スエリアは規模が大きく、地形が
多様です。そのため、気象ステー
ションおよび山火事カメラのネット
ワークが必要になります。これら設
備は、その場所固有の状況をリア
ルタイムで観察し、業務意思決定
への情報提供に役立ちます。

気象ステーション
• 気象ステーションは、数分ごとに更新さ

れる風速データ、湿度データ、温度デー
タなどを提供します。こうしたデータに
よって、PSPS 実施時にはさらに的を絞っ
た電気供給の停止が可能になります。デー
タは sce.com/weatherstations で一般公
開されています。

• 2022 年末までに少なくとも 150 の気象
ステーションを追加設置する計画であり、
合計 1,600 以上の気象ステーションに対
して送電線のターゲット化も開始する予
定です。

山火事カメラ/衛星による山火
事検出
• 当社は山火事を検知する人工知能

テクノロジーの使用を検討中です。
alertwildfire.org の SCE 高精細度カメ
ラシステムと共に衛星画像を使用しま
す。テストが成功した場合には、消防
当局に発火の可能性を警告することも
できます。

• 2022 年には、少なくとも 10 台のカメ
ラを追加設置する計画です。カメラは
ほぼ毎分ごとに水平移動、垂直移動、
拡大縮小、および 360 度のスイープを
行います。

http://sce.com/weatherstations
http://www.alertwildfire.org


新テクノロジー
SCEはコミュニティの一層の安全を目指し、新たなアプローチを常に開発すると共に、他の電力会社、
学術界、エネルギーセクターとの協力を図っています。当社が 2022年に引き続き研究、開発、また
は促進する新興テクノロジーを以下に挙げます。これらは既存の山火事緩和の取り組みを補完するも
のです。

早期異常検出（EFD）や分散的故障
予測（DFA）などのテクノロジーは、
電気装置の潜在的問題の早期検出を
助けるため、装置が故障する前に修理
することができます。欠相検出（OPD）
は電気装置の故障を感知して、起こり
得る発火を未然に防止する措置を講じ
ることができます。

OPD

EFD 早期異常検出（EFD）
EFD は電柱に設置された無線周
波数センサを使用して、潜在的
問題、例えば擦り切れた電線な
ど、電線上の異常な無線周波数
信号を「聴取」します。

DFA 分散的故障予測（DFA）
DFA は回路の電流値と電圧値を
読み取って監視し、潜在的問題を
より正確に予測します。こうした
ユニットはサブステーション内に
設置されており、貴重なデータを
提供し、再発事象の減少にも役立
ちます。

欠相検出（OPD）
OPD は電線の切断や分離を感
知することができ、電線が地
上に落下する前に電源を切り
ます。

当社は人工知能および機械学習を活かしたコン
ピュータソフトウエアを使用しており、検査時に
得た装置の高品質画像を精査し、メンテナンス、
修理、または交換が必要な装置をより正確かつ
迅速に自動識別します。

人工知能および機械学習



公共電気遮断措置（PSPS）
重大な火災気象状況において、PSPSは依然として山火事リスクを緩和するツールですが、その反
面、当社はこうした停電がお客様にとってご不便をおかけすることを認識しています。当社は継続的
に PSPSの規模縮小、頻度低下、および期間短縮に努めていますが、大規模な山火事のリスクを減
少させるうえで、PSPSは引き続き最終手段としてのツールとなりえることをご承知おき下さい。

• 昨年完了した作業により、当社見積もりでは、2021 年の気象お
よび燃料状況に基づく合計 PSPS 停電時間は、最も頻繁に影響を
受ける回路上のお客様につき、70% 以上減少しました。

• 2021 年 11 月の強風による PSPS 実施時、SCE は通電中の絶縁電
線（被覆導体）に落下した木の枝を発見しました。電線には保護
被覆があり絶縁されていたため、落下による故障は発生せず、回
路にアークまたはスパークは発生しませんでした。電線は設計通
り機能して山火事リスクを減らし、お客様は停電を経験せずに済
みました。

• PSPS 実施後、SCE 作業員は装置の損傷や、絶縁電線のない電線
に接触した木の枝などをこれまでに発見してきました。いずれも
火災を引き起こす可能性があったものです。これは、最終手段の
ツールとして電力を遮断することの重要性、およびこうした停電
を引き続き減少させるために絶縁電線を設置することの重要性を
物語っています。

• 当社では PSPS や他の停電に備えていただけるよう
に、お客様、特にアクセスおよび機能的ニーズの
あるコミュニティと積極的に関わり合っています。
PSPS 実施時には、お客様をサポートするコミュニ
ティリソースセンターや、コミュニティビークルも
ご利用いただけます。

• 当社は、PSPS および緊急時にお客様を支援する目
的で、ポータブルバックアップ電源のキャッシュ
バック、ホテル割引、その他のプログラムを引き続
き提供いたします。高火災リスク地域にお住まいで
医療機器を常時ご使用の方々のうち、所得資格要件
を満たすお客様には、ソーラー充電式バックアップ
電源も無料で提供いたします。

COMMUNITY
RESOURCE
CENTER

山火事における安全および PSPSの詳細については、sce.com/wildfireをご覧ください。

http://www.sce.com/wildfire


山火事緩和の取り組み
進捗状況のアップデート 2021 年末の進捗状況報告

2021 年 12 月 31 日付データ

配電設備検査
気象ステー

ション

高精細度・山火
事カメラ

空中消火用
のリソース

送電設備検査

絶縁電線 
（被覆導体）

導体シールド 内層
外層

導体

速断ヒューズ
救命救急用バック

アップ電源

コミュニティ・リ
ソースセンター危険樹木の管理

2021 年 
完了 / 目標

179,600/163,000 
検査

2021 年 
完了 / 目標

400/375 
設置済み気象 
ステーション 

カメラの設置によって現在、当社の高
火災リスク地域（HFRA）の約 90% が
可視領域となりました。2022 年以降
にもカメラが追加される計画で、これ
によって、HFRA のほぼ全域がカバー

されます。

SEC は初期段階で調整を図り山火事に対処するため、1,800
万ドルを投じ、SEC サービスエリア内の郡全域を対象とする
空中消火の緊急対応部隊設立を支援しました。水と消火剤を
投下するこれらのユニークなヘリタンカーは、昼夜兼行の稼

働能力を備えています。

2021 年 
完了 / 目標

20,800/16,800 
検査

2021 年 
完了 / 目標

1,500/1,000 
設置済み回路マイル

2021 年 
完了 / 目標

350/330 
設置済みまたは交 
換済みヒューズ

2021 年 
完了

6,000/3,600 
対象となるお客様に 

提供した電源

64 
利用可能サイト

2021 年 
完了 / 目標

131,400/120,000 
評価済み樹木

完了 完了

完了

完了

完了

完了

完了
コミュニティク

ルービークル

2018 
年以降に完了  

764,000+ 
検査

2018 
年以降に完了 

1,460+ 
設置済み気象 
ステーション

2018 年以降に完了 

166 
設置済みカメラ

2018 
年以降に完了 

106,900+ 
検査

2018 
年以降に完了 

2,900+ 
設置済み回 
路マイル

2018 
年以降に完了 

13,300+
設置済みまたは交
換済みヒューズ

2020 年 7 月 
以降に完了

6,740+ 
対象となるお客様 
に提供した電源

8 
利用可能
ビークル

2018 
年以降に完了

359,900+ 
評価済み樹木

110% 107%

167%

124%

150%

106%

110%


